
A　今Jt儀元判物写（東大史料編纂所影写本）

B　今川義元書状（部分、藤枝市郷土博物館所蔵）
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岡
部
親
綱
、
花
蔵
の
乱
に
お
け
る
謎
の
大
手
柄

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
花
蔵

の
乱
で
庶
兄
の
玄
広
志
探
（
良
真
）
を
倒
し
、
一
八
歳
で
家
督

に
就
い
た
今
川
義
元
が
、
半
年
後
の
十
一
月
三
日
に
家
臣
の

岡
部
親
綱
に
与
え
た
二
通
の
文
書
で
す
　
（
花
蔵
の
乱
に
つ

い
て
は
『
藤
枝
市
史
だ
よ
り
』
六
号
と
『
藤
枝
市
史
』
通
史

編
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

A
の
文
書
は
、
土
佐
藩
士
と
な
っ
た
岡
部
家
に
伝
わ
っ
た

も
の
で
、
原
本
は
所
在
不
明
で
す
が
明
治

実
に
影
写
さ
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
親
綱

が
駿
府
で
の
抗
戦
を
は
じ
め
、
万
上
城
（
焼
津
市
）
と
菓
梨

城
（
藤
枝
市
の
花
倉
城
）
の
攻
撃
で
立
て
た
手
柄
を
義
元
が

褒
め
、
敵
方
が
所
有
し
て
い
た
土
地
を
恩
賞
と
し
て
与
え
る

約
束
を
し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
書
は
軍
功
に
対

す
る
感
状
（
表
彰
状
）
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
知
行
宛
行
状

（
褒
美
の
目
録
）
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対

時
代
＼
は
東
大
史
料
編
纂
所
に
よ
っ
て
忠

密
を
郡
豪

ふ

蕗

蔓

終

審

倉

卜事犯路l鍼‥－」l、」一J」－∫

一
五
紗
遜
晶
－
覆

土
や
孝
一
霧
杏
－

粛
々
岩
下
、
オ
荷
．

一
仝
且
留
之

孝
を
祭
嵐
紳
弧

豪
讐
上
瞥
畿
嵐
躍

招
新
森
亀
轟
巌

審
徹
底
優
貰
農

ゑ
て
長
押
ノ
ー
ト
も
．

て
恕
針
青
息

し
て
、
B
の
文
書
は
相
馬
中
村
藩

（
福
島
県
）
の
家
老
職
岡
部
家
に

伝
わ
っ
た
も
の
で
、
義
元
が
親
綱

の
軍
功
を
褒
め
た
だ
け
の
感
状
で

す
。
し
か
し
、
ど
う
せ
褒
め
る
の

な
ら
一
過
の
文
書
で
済
ま
せ
ば
い

い
の
に
、
な
ぜ
二
通
も
出
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
両
者
を
比
較
す
る
と
、

い
く
つ
か
の
相
違
点
に
気
付
き
ま

す
。
ま
ず
A
は
主
人
が
家
臣
に
与

え
る
判
物
と
よ
ば
れ
る
形
式
で
す

が
、
B
は
私
信
的
な
書
状
で
、
そ

の
た
め
判
物
よ
り
は
丁
重
な
表
現

と
な
っ
て
い
ま
す
。
A
は
竪
紙
と

い
う
一
枚
の
用
紙
に
書
か
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
B
は
現
在
巻
物
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
切
紙
と
い
う
横
長
の
紙

を
用
い
て
本
紙
と
礼
紙
（
白
紙
）
の
二
枚
か
ら
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
礼
紙
を
添
え
る
こ
と
は
、
相
手
に
敬
意
を
表
す

も
の
で
す
。
A
は
義
元
の
右
筆
（
書
記
）
が
書
い
た
も
の
で

す
が
、
B
は
義
元
の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。
書
状
は
一
般

的
に
日
付
だ
け
で
年
付
を
省
き
ま
す
が
、
B
に
は
年
号
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
書
状
が
後
世
に
ま
で
残

さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
内
容

面
で
比
べ
て
み
る
と
、
褒
め
言
葉
が
A
で
は
　
「
甚
だ
神
妙
の

至
り
感
悦
な
り
」
と
、
ご
く
一
般
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
B
で
は
　
「
義
元
子
孫
末
代
に
対
し
、
親
綱
の
忠
節
比

類
な
き
も
の
な
り
」
と
、
義
元
の
感
状
と
し
て
他
に
例
の
な

い
最
大
級
の
賛
辞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
明
ら

か
に
B
の
文
書
は
特
別
で
、
私
信
で
あ
る
B
こ
そ
義
元
の
感

謝
の
念
が
強
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
B
が
示
す

功
績
の
内
容
は
、
最
初
に
　
「
所
々
に
お
い
て
他
に
異
な
る
こ

と
な
く
走
り
廻
り
、
粉
骨
抽
き
ん
じ
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で

い
う
「
所
々
」
で
の
働
き
は
A
で
述
べ
て
い
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
B
で
は
さ
ら
に
　
「
あ
ま
つ
さ
え
、
住
吉

を
花
蔵
へ
取
ら
る
る
の
と
こ
ろ
、
親
綱
取
り
返
し
付
け
お
わ

ん
ぬ
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
こ
れ
こ
そ
が
親
綱
の
格
別

な
働
き
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
他
の
史
料
に
、
義
元
の
実

母
で
あ
る
寿
桂
尼
が
恵
探
方
に
味
方
し
た
よ
う
な
記
述
が

見
ら
れ
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
B
文
書
の
発
見
に
よ
り
ど
う
や
ら
そ
れ
は
事

実
で
、
寿
桂
尼
は
今
川
館
か
ら
重
要
書
類
を
持
ち
出
し
て
花

倉
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

岡
部
親
綱
は
各
地
の
戦
い
で
活
躍
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ

の
重
要
書
類
を
取
り
戻
し
た
こ
と
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
な
ぜ
寿
桂
尼

が
実
子
で
あ
る
義
元
で
は
な
く
恵
探
に
味
方
し
た
の
か
、
重

要
書
類
と
は
ど
ん
な
も
の
か
が
新
た
な
謎
と
な
り
ま
し
た
。

（
中
世
担
当
調
査
委
員
　
前
田
利
久
／
清
水
国
際
高
校
教
諭
）
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図　志太平野の条里型地割と推定古代道路

（『藤枝市史』通史編上付録図より）

九
世
紀
未
の
東
海
地
震
に
よ

二
〇
二
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
波
高

十
数
m
の
津
波
が
仙
台
平
野
沿
岸
部
を
襲
い
、
四
～
五
加
内

陸
側
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
家
屋
と
人

命
を
失
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
野
沿
岸
部
で
は
地
盤
沈
下
に

よ
る
浸
水
被
害
（
石
巻
で
は
最
大
一
．
二
m
の
沈
下
量
）
も

あ
り
ま
し
た
。
各
地
の
津
波
被
災
地
で
は
、
現
在
、
集
落
の

高
台
移
転
に
よ
る
復
興
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
史
で
記
述
し
た
古
代
東
海
道
の

ル
ー
ト
変
更
問
題
を
再
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
六
三
年
の
白
村
江
の
戦
い
で
新
羅
・
唐
の
連
合
軍
に

敗
北
し
て
以
来
、
日
本
の
政
権
は
両
国
に
よ
る
侵
攻
に
備

え
、
律
令
を
制
定
し
、
民
衆
に
兵
役
を
課
し
、
各
地
の
軍
団

に
所
属
さ
せ
、
全
国
的
な
軍
事
動
員
体
制
を
作
り
あ
げ
て
い

き
ま
し
た
。
幹
線
道
路
と
し
て
の
駅
路
は
、
駅
馬
や
軍
団
を

最
短
時
間
で
通
過
さ
せ
る
た
め
、
平
野
部
で
は
最
短
距
離
の

直
線
を
原
則
と
し
、
沿
岸
部
の
低
湿
地
で
も
施
工
さ
れ
ま
し

た
ひ
　
し
か
し
、
小
柳
津
低
地
（
推
定
「
志
太
の
浦
」
）
の
よ
う

な
低
湿
地
や
水
域
で
は
迂
回
せ
ざ
る
え
な
い
た
め
、
志
太
平

野
で
は
屈
折
す
る
直
線
駅
路
が
施
工
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
志
太
平
野
で
も
小
川
駅
（
小
川
城
跡
付
近
）
を

通
る
ル
ー
ト
が
平
安
時
代
初
期
（
一
〇
世
紀
頃
）
に
廃
絶
と

な
り
、
図
の
推
定
東
海
道
駅
路
か
ら
推
定
郡
衛
経
路
へ
、
言

い
換
え
る
と
沿
海
ル
ー
ト
か
ら
山
沿
い
ル
ー
ト
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
市
史
で
は
地
球
温
暖
化

に
伴
う
い
わ
ゆ
る
　
「
平
安
海
進
」
に
よ
る
小
柳
津
低
地
の
湿

地
化
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
と
、
律
令
国
家
の
秩
序
維
持
の
弛

緩
に
よ
る
駅
制
と
い
う
駅
馬
に
よ
る
高
速
交
通
機
能
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
今
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こ

ぶ

る
津
波
・
地
盤
沈
下
と
古
代
東
海
道
の
ル
ー
ト
変
更
の
可
能
性
抽

回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
か
ら
、
第
三
の
要
因
と
し

て
九
世
紀
末
の
発
生
が
推
測
さ
れ
て
い
る
仁
和
東
海
地
震

を
含
む
西
日
本
巨
大
地
震
に
よ
る
、
沿
岸
部
の
津
波
と
地
盤

沈
下
に
よ
る
被
災
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
仁
和
東
海
地
震
は
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
の
東
日

本
巨
大
地
震
の
一
八
年
後
の
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
発
生

し
た
仁
和
南
海
地
震
と
同
時
あ
る
い
は
連
続
し
て
発
生
し

た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
　
（
寒
川
旭
『
地
震
の
日

本
史
増
補
版
』
）
。

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
の
東
海
地
震
で
は
、
波
高
七
～
八

m
の
津
波
が
焼
津
市
域
を
襲
い
ま
し
た
。
一
八
世
紀
後
半

に
書
か
れ
た
　
『
林
里
院
開
聞
歴
世
紀
』
に
は
　
「
大
地
震
動
海

水
大
涌
而
溺
死
者
凡
二
甫
六
千
飾
人
成
、
林
斐
之
替
地
忽
攣

而
為
巨
海
也
」
と
書
か
れ
　
（
文
献
上
の
溺
死
者
数
に
は
検
討

の
余
地
あ
り
）
、
こ
の
津
波
は
、
古
代
東
海
道
が
通
っ
て
い
た

は
馬
郡
か
ら
遠
江
国
分
寺
南
の
中
泉
を
つ
な
ぐ
約
二
〇
加

に
及
ぶ
直
線
駅
路
が
、
北
側
に
湾
曲
し
、
最
大
部
分
で
は
二

～
三
加
も
内
陸
側
に
迂
回
す
る
ル
ー
ト
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更

さ
れ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

幹
線
道
路
ル
ー
ト
の
大
規
模
な
変
更
や
集
落
の
高
台
移

転
は
、
海
進
の
よ
う
に
徐
々
に
湿
地
化
し
て
い
く
現
象
よ
り

も
、
津
波
や
地
盤
沈
下
に
よ
る
深
刻
な
被
災
が
一
度
に
広
域

に
発
生
し
た
場
合
の
方
が
、
行
政
と
し
て
も
住
民
の
心
理
と

し
て
も
合
意
が
得
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
海
地
震
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
年
周
期
で
発
生
し
て
お

り
、
平
安
時
代
に
も
複
数
回
発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
今
後
、
志
太
平
野
で
の
津
波
痕
跡
の
調
査
が
進
め
ば
、
古

代
東
海
道
の
変
遷
と
古
代
の
地
域
社
会
の
変
貌
が
よ
り
詳

細
に
検
討
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
古
代
担
当
特
別
調
査
委
員
　
矢
田
　
勝
／
浜
松
市
立
神
久
呂
中
学
校
教
諭
）

と
市
史
で
推
定
し
た
小
川
付
近
の
微
高
地

を
乗
り
越
え
、
小
柳
津
低
地
の
東
の
淵
に

当
た
る
三
ケ
名
に
ま
で
達
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
　
（
江
戸
後
期
の
　
『
駿
河
記
』
）
。

ま
た
、
こ
の
地
震
と
津
波
は
浜
名
湖
が
外

海
と
つ
な
が
る
と
い
う
地
形
変
更
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。

な
お
、
古
代
東
海
道
の
ル
ー
ト
変
更
は

以
下
の
地
域
で
も
推
測
で
き
ま
す
。
静
岡

平
野
で
は
1
R
草
薙
駅
付
近
を
通
っ
て

い
た
、
丸
子
と
興
津
を
結
ぶ
約
二
〇
加
の

直
線
駅
路
が
、
南
側
の
有
度
丘
陵
を
通
る

ル
ー
ト
へ
、
さ
ら
に
浜
松
・
磐
田
平
野
で
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4
5
年
よ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‖
‥

『
藤
枝
市
史
』
通
史
編
下
近
世

近
現
代
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た

通
史
編
上
原
始
・
古

代
・
中
世
に
引
き
続
い

て
、
『
藤
枝
市
史
』
通
史

編
下
　
近
世
・
近
現
代

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

旧
市
史
の
下
巻
（
昭
和

四
十
一
年
刊
）
か
ら
数
え

て
四
十
五
年
ぶ
り
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
通
史
編
上
下

二
巻
が
完
成
し
、
藤
枝
市

史
編
さ
ん
の
集
大
成
と

●
価
　
格

第
五
編
　
近
現
代
の
藤
枝

結
　
語
　
藤
枝
の
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
か
ら

一
冊
四
、
〇
〇
〇
円

な
り
ま
し
た
。
通
史
編

を
ひ
も
と
け
ば
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
藤
枝
の
悠
久
の
歴

史
が
理
解
で
き
ま
す
。
郷
土
を
深
く
知
る
た
め
の
歴
史
事
典

と
し
て
、
幅
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

通
史
編
下
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
の
大
合
併
ま
で
の

四
二
〇
年
の
藤
枝
の
歴
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
四
編

「
近
世
の
藤
枝
」
で
は
、
田
中
藩
・
田
中
城
・
藤
枝
宿
、
市
南

部
の
新
田
開
発
・
蓮
華
寺
池
用
水
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
五
編
「
近
現
代
の
藤
枝
」
で
は
、
藤
枝
の
近
代
都
市

の
形
成
過
程
や
、
旧
市
史
で
記
述
の
乏
し
い
戦
後
の
藤
枝
市

の
発
展
に
つ
い
て
重
点
的
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

通
史
編
下
に
は
、
特
別
付
録
と
し
て
　
『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』

岡
部
・
藤
枝
（
複
製
）
が
つ
き
ま
す
。

●
体
　
裁
　
　
A
5
判
上
製
本
・
八
七
六
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ス
入
り

●
叙
述
し
た
時
代
　
藤
枝
の
江
戸
時
代
か
ら
平
成
の
大
合
併
ま
で

●
構
　
成
　
　
第
四
編
　
近
世
の
藤
枝

●
お
も
な
内
容

。
徳
川
譜
代
の
名
門
「
田
中
藩
」
の
治
政

藩
主
事
績
・
家
臣
団
構
成
・
藩
政
改
革
・
藩
校
の
文
武

○
日
本
一
の
丸
い
お
城
「
田
中
城
」
縄
張
り
の
特
徴

。
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
「
藤
枝
宿
」
の
構
造
と
運
営

○
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
と
市
南
部
の
人
名
地
名
の
由
来

○
東
海
道
鉄
道
藤
枝
停
車
場
の
開
業
と
駅
前
の
発
展

○
志
太
・
榛
原
の
中
核
都
市
へ
成
長

近
代
都
市
へ
の
発
展
過
程
と
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど

●
販
売
場
所
　
藤
枝
市
郷
土
博
物
館

※
お
求
め
は
、
電
話
〇
五
四
－
六
四
五
－
一
一
〇
〇

〒
四
二
六
1
〇
〇
一
四
　
静
岡
県
藤
枝
市
若
王
子
五
〇
〇

郵
送
対
応
可
能
（
本
代
を
普
通
為
替
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

送
料
着
払
い
で
お
送
り
し
ま
す
。
）

今
回
の
複
製
部
分
は
、

宇
津
ノ
谷
峠
か
ら
上
青
島

村
ま
で
で
す
。
今
ま
で
高

価
な
美
術
図
鑑
で
し
か
見

ら
れ
な
か
っ
た
絵
図
を
、

ご
家
庭
で
鑑
賞
い
た
だ
け

れ
ば
、
新
し
い
発
見
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
特
別
付
録
の
み
の
単
体

販
売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
一
冊
一
、
〇
〇
〇
円
〕

◆
約
一
〇
〇
年
ぶ
り
に
『
朝
比
奈
村
誌
』
が
復
刻
さ
れ
ま
し
た

大
正
初
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
　
『
朝
比
奈
村
誌
』
を
市
史
叢

書
と
し
て
復
刻
刊
行
し
ま
し
た
。
手
書
き
の
原
本
を
初
め
て

活
字
化
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
、
朝
比
奈
地
区
の
沿
革
が
簡

◆
通
史
編
完
成
記
念
特
別
付
録
『
東
海
道
分
間
延
絵
画
』

●
体
　
裁
　
A
4
版
・
カ
ラ
ー
・
折
り
本
二
〇
ペ
ー
ジ

複
製
サ
イ
ズ
＝
タ
テ
二
九
．
七
皿
　
×
ヨ
コ
四
二
〇
m

（
原
資
料
の
二
分
の
一
）

※
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
『
東
海
道
分
間
延

絵
図
』
の
市
内
東
海
道
を
複
製
。
原
本
は
、
江
戸
時
代
後
期
【
寛

政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
～
文
化
三
年
二
八
〇
六
）
】
に
作
成

さ
れ
、
山
川
な
ど
の
風
景
や
街
道
沿
い
の
人
家
、
一
里
塚
・
橋
・

高
札
場
な
ど
が
措
か
れ
て
い
ま
す
。
宿
場
エ
リ
ア
で
も
問
屋

場
・
本
陣
・
社
寺
な
ど
が
丹
念
に
措
か
れ
て
い
ま
す
。

潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻

末
付
録
「
写
真
で
見
る
朝
比
奈
・

岡
部
の
む
か
し
」
で
は
、
朝
比
奈
・

岡
部
地
区
の
明
治
末
期
～
昭
和

四
〇
年
代
の
町
並
み
や
懐
か
し
い

風
景
な
ど
を
写
真
五
四
点
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

●
体
　
裁
　
B
5
版
・
モ
ノ
ク
ロ

八
九
ペ
ー
ジ
　
（
村
誌
本
文
六
五

ペ
ー
ジ
＋
付
録
二
四
ペ
ー
ジ
）

●
価
　
格
　
一
冊
六
〇
〇
円

●
販
売
場
所
　
藤
枝
市
郷
土
博
物
館



社会貢献に尽くした藤枚の女性たち

明
治
、
昭
和
、
大
正
の
近
現
代
に
お
い
て
社
会
的
に

活
動
二
頁
献
し
た
藤
枝
出
身
及
び
藤
枝
在
住
の
女
性

た
ち
を
三
名
紹
介
し
ま
す
。

看
護
婦
、
産
婆
の
地
位
向
上
を
め
ざ
す

柘
植
ア
イ
（
日
本
産
婆
会
初
代
会
長
）
一
八
六
四
～
一
九
六
四

柘
植
ア
イ
　
（
愛

子
）
は
一
八
六
四
年

（
元
治
元
）
志
太
郡

大
洲
村
（
現
藤
枝
市
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

二
三
歳
の
一
八
八
七

年
（
明
治
二
十
）
に
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
付
属
病

院
で
看
護
婦
の
訓
練
を
受
け
、
一
八
九
〇
年
（
明
治

二
十
三
）
、
同
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
教
室
・
産
婆

養
成
所
を
卒
業
し
、
同
年
四
月
に
東
京
府
牛
込
区
横
寺

町
二
番
地
で
産
婆
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
産
婆

を
開
業
し
な
が
ら
も
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）
、
三
三

歳
の
時
に
は
柘
植
派
出
看
護
会
を
開
き
、
一
九
〇
九
年

（
明
治
四
十
二
）
、
看
護
婦
の
地
位
向
上
・
風
紀
改
善
を

め
ざ
し
日
本
看
護
婦
会
東
京
組
合
を
結
成
。
一
九
一
五

年
（
大
正
四
）
に
は
看
護
婦
規
則
制
定
を
実
現
さ
せ
ま

し
た
。
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
、
大
日
本
産
婆
会
結
成

で
会
長
に
就
任
。
女
性
参
政
権
獲
得
運
動
に
も
関
与

し
看
護
婦
、
産
婆
の
地
位
向
上
に
努
め
、
一
九
六
四
年

（
昭
和
三
十
九
）
一
〇
〇
歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

※
折
井
美
耶
子
・
新
宿
女
性
史
研
究
会
編
『
歴
史
に
生
き
た

女
性
一
〇
〇
人
』
の
中
か
ら
石
崎
昇
子
氏
（
女
性
史
研
究

者
）
が
ま
と
め
た
柘
植
ア
イ
の
略
歴
を
も
と
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
健
婦
と
し
て
活
躍
、

高
齢
者
問
題
に
も
目
を
向
け
る

大
石
さ
き
（
元
保
健
婦
・
劇
団
は
の
お
代
表
）
完
一
六
～

大
石
さ
き
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
三
月
、
志
太
郡

大
洲
村
（
現
藤
枝
市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
尋

常
小
学
校
卒
業
後
、
働
き
な
が
ら
看
護
婦
養
成
所
を
経

て
看
護
婦
、
助
産
婦
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
結
婚
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
は
中
国
山
西
省
に

わ
た
り
二
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
保

健
婦
資
格
を
取
得
し
、
藤
枝
市
内
で
保
健
婦
と
し
て
母

子
保
健
活
動
な
ど
に
貢
献
し
ま
し
た
。
保
健
婦
生
活

三
〇
年
の
間
に
は
保
健
文
化
賞
受
賞
な
ど
の
輝
か
し

い
功
績
も
残
し
ま
し
た
。
五
八
歳
で
定
年
し
た
後
、
福

祉
事
務
所
の
老
人
担
当
保
健
婦
と
し
て
働
き
、
高
齢
者

問
題
に
日
を
向
け
て
い
き
ま
し
た
。
独
居
老
人
、
家
族

と
同
居
の
中
で
の
老
人
の
孤
独
、
老
い
や
健
康
へ
の
不

安
な
ど
、
お
年
寄
り
の
抱
え
る
問
題
を
よ
り
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
仲

間
二
〇
数
名
で
「
劇
団
と
も
し
び
」
を
結
成
し
、
劇
を

保
母
や
保
育
内
容
の
資
質
向
上
に
努
め
た

岡
野
ゆ
き
（
青
木
檎
保
育
園
主
任
保
育
士
）
一
九
二
四
～

岡
野
ゆ
き
は
、

一
九
二
四
年
（
大
正

十
三
）
沼
津
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
旧
姓

は
上
柳
。
「
結
婚
し

て
家
庭
を
も
っ
て

世
の
た
め
人
の
た

め
に
働
き
た
い
」
と

女
学
校
入
学
時
の

面
接
試
験
で
校
長

通
し
て
の
問
題

提
起
を
実
践
し

て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
劇
団
ほ

の
お
」
と
改
名

し
、
そ
の
活
動
は

現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

先
生
に
話
し
、
そ
の
思
い
を
成
人
す
る
ま
で
持
ち
続
け

ま
し
た
。
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）
に
結
婚
、
以
来

藤
枝
に
在
住
し
婚
家
の
育
木
橋
保
育
園
で
保
母
と
し

て
、
ま
た
、
舅
、
夫
と
も
に
亡
き
後
、
園
長
と
し
て
園
の

運
営
に
長
年
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
青
木
橋
保

育
園
は
、
岡
野
和
三
郎
の
長
年
に
わ
た
る
方
面
要
員
、

民
生
委
員
と
し
て
の
経
験
や
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し

て
の
社
会
福
祉
へ
の
願
望
に
よ
っ
て
、
藤
枝
で
初
め
て

設
立
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
県
保
母
会
長
、
全
社
協
全

国
保
母
副
会
長
と
し
て
も
活
動
し
、
保
母
の
労
働
条
件

の
改
善
、
保
育
内
容
の
資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会

の
開
催
、
時
代
的
課
題
に
対
応
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
に
尽
力
し
、
保
育
の
専
門
職
と
し
て
の
役
割

を
先
駆
け
て
担
い
、
地
域
と
も
連
携
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

（
ふ
じ
え
だ
女
性
史
研
究
会
糟
谷
文
江
、
井
出
紀
美
子
、
西
澤
功
子
）


